
４名の新１年生を迎え、児童数２６名，Ｐ数２１戸、学校職員

数１１名で、平成３０年度がスタートしました。本年度は、「１年」、

「２年」、「３・４年」、「５・６年」、「かがやき」(特別支援学級）

と、学級数も２学級増え、児童数も２名増えました。少人数という

利点を最大限にいかして、一人一人の瞳が輝く学校づくりに、全職

員が一丸となって取り組んでまい

ります。

尚、本校は、「地域とともにある

学校」を目指しています。これま

で同様、保護者の皆様、地域の皆

様のご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。

本年度最初の授業参観、ＰＴＡ総会を１４日（土）に実施しまし

たが、たくさんの保護者の皆様のご参加をいただき、誠にありがと

うございました。お子様の様子はいかかだったでしょうか。子ども

たちも新しい学年になり、意欲的に勉強に取り組んでいるところで

す。子どもたちのやる気をうまく引き出し、子どもたち一人一人が

主役になれる学校づくりに取り組んでいきたいと考えています。ま

た、夜の歓送迎会も大変お世話になりました。たくさんの保護者の

思いを聞くことができ、また親睦を深めることができ、とても楽し

い時間を過

ごすことが

できました。

ありがとう

ございまし

た。今後ともよろしくお

願いいたします。

菊水東小便り
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文責： 平野

みなさんと一緒にがんばりたいこと！
始業式の日に、みんなと一緒に頑

張りたいことを３つ話しました。
（１）「さわやかな あいさつ」が

響き合う学校にしよう。
「おはよう」「こんにちは」「さよう
なら」、挨拶は、言えばとってもい
い気持ち、言われたら、もっといい
気持ち。あいさつが気持ちよくでき
ると、勉強も生活も何でも上手くで
きるようになります。
「明るく」「進んで」「誰にでも」を
合い言葉に、家族、友だち、先生、
お客さまなどだれにでも、爽やかな
あいさつができるように頑張りまし
ょう。
（２）一人ひとりが「なりたい自分」

「夢」をもち、それに向かって
努力を続けよう。

和水町出身の金栗四三さんは、日
本で初めてオリンピックに出場した
人です。その物語が来年１月からＮ
ＨＫの大河ドラマで放映されます
ね。また、玄関前には地球を抱えて
いる男女二人の子どもの像がありま
すね。そこには、「大志」と書かれ
ています。君たち一人一人も、自分
はこうなりない、こうありたいとい
う夢をもってほしいと思います。そ
して、それに向かって努力を続けて
ください。「毎日宿題はやる」、「テ
レビやゲームは一時間だけ」、「毎日
お手伝いをする」など、自分が決め
たことをやりきるようにしましょ
う。継続する努力は力をつけます。
（３）｢ありがとう｣を大事にしよう
人間は一人では生きていけません

ね。友だちや 家族や地域の人に支
えられて生きています。みんなのお
陰でこうして学校で勉強させていた
だいていることに、いっぱい感謝を
して学校生活を送りたいと思いま
す。どんなちっちゃなことにも「あ
りがとう」が言えるといいです。言
葉で言えなかったら、心の中で言っ
てもいいですね。友だちの輪がどん
どん広がっていくと思います。
君たちの頑張りを応援し、活躍を

大いに期待しています。
（４／９ 始業式 校長講話より）

菊水東小学校ホームページを作っています。
菊水東小ホームページを作成しています。現在のところ、沿

革史、年間行事、月行事を掲載しています。日々更新中です。

時間があるときに、時々閲覧してみてください。

ＵＲＬ： http://es.higo.ed.jp/kikusuie/

～平成３０年度職員～

校長 平野由記男

教頭 多田隈 保

１年担任 上村 智昭

かがやき担任 下津 清子

２年担任 山内 美夏

３・４年担任 山口 英代

〃 補助 尋木 雅子

５・６年担任 笠原 康弘

〃 補助 守下 美樹

養護教諭 島本 揚子

事務職員 山崎 直美

(学習支援員) 深草一義
（学校図書館補助員） 高谷和生
（英語指導助手） 南いず美
（施設管理支援員） 米田景一

玄関前に、男女二人の児童が地球を

抱え上げている像があります。これは、

本校卒業生の田代仁男氏が昭和６０年

に寄贈されたものです。像の下に「大

志」という文字があり、これまでずっ

と子どもたちを見守ってきました。

そこで、子どもたち一人一人が、「な

りたい自分」、「大きな夢」を持ち、そ

れに向かって努力を続けてほしいとい

う願いをこめて、学校だよりの題名を

「大志」（たいし）としました。

（たいし）

たくさんの方々の参加、ありがとうございました！




